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森林インストラクター東京会 会報 2023年2月18日発行

＜ 2 0 2 3 年 度 （ 令 和 5 年 度 ） Ｆ ＩＴ 総 会 の ご 案 内 ＞

森 林 イン スト ラクター 東 京 会 （F IT）の 2023年 度 （令 和 5年 度 ）総 会 を 下 記 の 要 領 で開 催 い た

します 。

FIT総 会

日 時 ：3月 11日 （土 ）13:00～ 18:00（受 付 12:30よ り）

第 1部 13:00-14:00講 演 会 講 師 ：石 井 誠 治 さん （FIT）

テー マ「4000年 の 眠 りか ら覚 め た ドン グ リの 不 思 議 」

（参 加 費 は 無 料 。参 加 者 は 総 会 本 会 へ の 出 席 が 前 提 。オ ン ライン 配 信 は なし。）

第 2部 14:15-15:45 総 会 （本 会 ）

第 3部 16:00-17:45 懇 親 会 （参 加 は 任 意 。会 費 2,000円 。）

会 場 ：後 楽 園 「林 友 ビ ル 」６F 日 本 森 林 林 業 振 興 公 団 会 議 室

文 京 区 後 楽 1-7-12

地 下 鉄 「後 楽 園 」駅 徒 歩 6分 、JR 「飯 田 橋 」駅 徒 歩 7分

総 会 議 題 ：本 会 報 の 総 会 議 事 次 第 を 参 照 してくだ さい 。

出 欠 ：Ｍ Ｌ 会 員 は 、 Ｍ Ｌ に て別 途 連 絡 の 総 会 開 催 案 内 の フォー ム メ ー ラに て出 欠 を 回 答 し

てくだ さい 。

非 Ｍ Ｌ 会 員 は 別 途 送 付 の 総 会 開 催 案 内 に 同 封 の 葉 書 に て出 欠 を 回 答 してくだ さい 。

出 欠 の 回 答 締 め 切 りは 、3月 6日 （月 ）。尚 、友 の 会 会 員 は 、参 加 でき ませ ん 。

お 願 い ：総 会 成 立 要 件 であ る 定 数 （委 任 を 含 め て会 員 総 数 の １/2以 上 ）を 確 保 す る 必 要 が

あ ります の で、欠 席 の 場 合 は 支 障 の ない 限 り、 委 任 状 を もって総 会 の 決 議 事 項 を 了

承 す る ことに ご同 意 くだ さい 。

尚 、各 議 案 へ の ご意 見 を 記 載 でき る 欄 を 設 定 い た します 。

１． 開 会 宣 言 と定 足 数 報 告

２． 会 長 挨 拶

３． 議 長 選 出

４． 決 議 事 項

第 1号 議 案 ：2022年 度 活 動 総 括 報 告

第 2号 議 案 ：2022年 度 決 算 （含 む 会 計 監

査 報 告 ）

第 3号 議 案 ：2023年 度 運 営 体 制 （運 営 委

員 ）

第 4号 議 案 ：2023年 度 全 体 活 動 方 針

第 5号 議 案 ：2023年 度 予 算

第 6号 議 案 ：会 則 の 変 更 （FIT所 在 地 の 記 載 ）

５． 報 告 事 項

各 部 会 2022年 度 活 動 報 告 お よ び 2023

年 度 活 動 計 画

６． 議 長 解 任 と閉 会 宣 言

総会議事次第
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本 号 は 、総 会 当 日 の 議 事 資 料 となります 。フォレ スト 通 信 の 印 刷 物 は 配 布 しませ ん の で、

各 自 （印 刷 等 で）閲 覧 でき る 準 備 を して 参 加 し てくだ さ い 。 F IT名 札 もお 忘 れ な き よ うお 願

い します 。

2月 森 の 日 以 後 、 仮 決 算 お よ び 予 算 は 、旧 H P「会 員 限 定 ペ ー ジ」に 掲 載 します 。 総 会 へ

の 出 欠 お よ び 欠 席 の 場 合 の 委 任 状 発 信 の 判 断 に ご活 用 くだ さい 。 決 算 は 、 会 計 監 査 終

了 後 に 最 終 決 算 に 入 れ 替 えます 。

総 会 は 、 F ITの 最 高 決 定 機 関 であ り 、 運 営 全 体 に わ た って1年 間 の 活 動 を 総 括 し、 次 の

1年 に 向 け ての 活 動 の 方 向 付 け を す る スター ト の 機 会 となります 。 日 頃 FIT森 の 日 に 参 加

でき ない 方 も是 非 ご出 席 い た だ き 、ご意 見 を 賜 りた く存 じます 。

＜総会決議事項＞

第 1号 議 案 ：2022年 度 活 動 総 括 報 告

2022年 度 は 、共 に 新 任 の 宮 入 会 長 、入 江 副 会 長 体 制 下 での 活 動 となりました 。

新 型 コロ ナ に 関 し て は 、 2021年 9月 末 に 緊 急 事 態 宣 言 が 解 除 さ れ て 以 来 、 F ITと し て の

「緊 急 事 態 宣 言 下 での 活 動 の 自 粛 」は 解 除 され た 状 態 となってお り 、 2020年 度 、 2021年 度

の よ うな活 動 自 粛 の 影 響 は 受 け てい ませ ん 。 但 し、 未 だ 終 息 とは なってお らず 新 規 感 染 者

数 も2022年 8月 を ピ ー クとした 第 7波 に 次 ぐ状 況 で推 移 してい ます 。 この よ うな状 況 下 、 感 染

環 境 は 依 然 として厳 しく、感 染 防 止 に 配 慮 した 活 動 が 続 い てい ます 。

会 の 年 間 行 事 としては 、

2022年 3月 12日 に 2022年 度 FIT総 会 を 開 催 。前 後 の 講 演 会 、懇 親 会 は 中 止 。

2022年 8月 11日 の 暑 気 払 い は 、新 型 コロ ナ 感 染 防 止 の 観 点 よ り中 止 。

2023年 1月 14日 に 新 年 会 を 開 催 。 入 会 説 明 会 、 観 察 会 、 懇 親 会 を 3年 ぶ り に 実 施 。 幹 事 の

元 樹 会 （入 会 3年 目 ）の 皆 様 お 疲 れ 様 でした 。

運 営 委 員 会 （森 の 日 ）は 、 2022年 ４月 、 6月 、 10月 、 12月 、 2023年 1月 （臨 時 ）、 2月 と６回 実

施 。事 前 に 関 連 資 料 を 配 布 して、運 営 委 員 会 の 協 議 内 容 の 充 実 を 図 りました 。

イベ ン ト 関 連 での CON E保 険 の 利 用 実 績 では 、2019年 度 は 、会 員 1,291名 、一 般 3,023人 、計

4,314人 。 2020年 度 は 会 員 488人 、 一 般 1,226人 、 計 1,714人 、 2021年 度 は 、 会 員 723人 、 一 般

469人 、 計 2,192人 。 2022年 度 （2022年 3月 か ら2023年 1月 末 迄 11か 月 ）は 、 会 員 1,260人 、 一

般 2,481人 、 計 3,741人 でした 。 2021年 度 よ り は 7割 ほ ど 利 用 数 が 増 え、 コロ ナ 前 の 2019年 と

ほ ぼ 同 等 レ ベ ル となってい ます 。

登 録 グ ル ー プ は 、 今 年 1グ ル ー プ増 えて現 在 29。 登 録 グ ル ー プ も活 発 に 活 動 を 実 施 して

お り、CON E保 険 の 利 用 実 績 の うち 、イベ ン ト 数 で2022年 度 は 約 5割 を 占 め てい ます 。

2022年 度 の 活 動 方 針 として、 ① 知 名 度 アッ プ 活 動 促 進 、 ② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 、

③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 の 推 進 を 挙 げ ました 。

① に つ い ては 、FIT知 名 度 アッ プの 一 環 として2016年 度 か ら実 施 してい る 「山 の 日 」制 定 記

念 まる ごと！ 高 尾 山 グ リー ン クリー ン 作 戦 は 、 3年 ぶ りに 実 施 され ました 。但 し、 「山 の

日 」そ の もの が 制 定 後 7年 を 経 過 し国 民 に 定 着 してき てい る 等 の 理 由 か ら、開 始 当 時 の

中 心 メ ン バ ー を お 呼 び した 「森 の 日 」で協 議 の 上 、 林 野 庁 森 林 推 進 セ ン ター の 了 解 を

得 て、来 期 よ りは 「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」の 扱 い は 止 め る ことに なりました 。

② に つ い ては 、 事 業 部 会 が 中 心 に 実 施 され てい る 5月 「み どりとふ れ あ うフェスティ バ ル 」、

8月 「山 の 日 制 定 記 念 まる ごと!高 尾 山 グ リー ン クリー ン 作 戦 」、 10月 「す み だ まつ り・こど

もまつ り」に 加 えて、登 録 グ ル ー プで実 施 の 7月 「杉 並 会 ・クラフト 教 室 」、11月 「ふ た ば 会・

た ん け ん ＆ た ん け ん 大 沢 池 」、 お よ び 「ふ た ば 会 ・ハ イキ ン グ ＆ リ ー ス作 り 」、 12月 「杉



会 長 宮 入 芳 雄 （ ０ ５ 年 ) 留 任

副 会 長 入 江 克 昌 （ ２ ７ 年 ） 　 留 任

事 務 局 長 藤 岡 眞 （ ２ ８ 年 ） 留 任

会 計 横 井 行 男 （ ２ ９ 年 ） 留 任

監 査 熊 木 秀 幸 （ ２ ８ 年 ） 留 任

広 報 部 会 長 鍛 冶 健 二 郎 （ ２ ８ 年 ） 留 任

安 全 部 会 長 入 江 克 昌 （ ２ ７ 年 ） 留 任

事 業 部 会 長 長 谷 川 守 （ ２ ４ 年 ） 留 任

研 修 部 会 長 小 勝 眞 佐 枝 （ ２ ５ 年 ） 留 任

友 の 会 運 営 部 会 長 芝 原 久 （ ３ ０ 年 ） 留 任
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第 3号 議 案 ：2023年 度 運 営 体 制

第 4号 議 案 ：2023年 度 全 体 活 動 方 針

新 型 コ ロ ナ の 影 響 は 、 既 に 3年 以 上 に 及 ん で い ま す が 、 ま だ そ の 終 息 が 見 え な

い 状 況 で す 。 2021年 9月 末 以 来 緊 急 事 態 宣 言 は 発 令 さ れ て お ら ず 、 F IT と し て の 活

動 自 粛 は し て い ま せ ん が 、 こ れ ま で 以 上 に お 客 様 お よ び Ｆ ＩＴ会 員 の 安 全 を 第 一 と

し た 活 動 が 求 め ら れ て い ま す 。

従 来 か ら 掲 げ て い る 以 下 の 三 つ の 重 点 施 策 を 引 き 続 き 推 し 進 め て い き ま す 。

① 知 名 度 ア ッ プ 活 動 促 進 、 ② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 、 ③ 活 動 参 加 者 の す そ

野 拡 大 策 の 推 進 で す 。

① に つ い て は 、 こ れ ま で 積 み 上 げ て き た イベ ン ト を コ ロ ナ 禍 で 途 絶 え さ せ る こ と な く、

継 続 実 施 し て い き ま す 。 広 報 部 会 と 連 携 し て H Pを 継 続 的 に 充 実 さ せ て 、 一 般 閲

覧 者 へ の 情 報 提 供 を 図 り ま す 。 会 員 紹 介 欄 を 更 に 充 実 し 、 よ り 多 くの 会 員 の 情

報 提 供 に 努 め ま す 。 F ITの 紹 介 資 料 （A 4リ ー フ レ ッ ト ）、 PR カ ー ド な ど の 最 新 化 を

図 り ま す 。

② に つ い て は 、 予 算 の 許 す 範 囲 で 、 対 外 的 か つ 社 会 的 貢 献 度 の 高 い 活 動 に 支

援 助 成 金 を 支 給 し 、 F I T 会 員 が よ り 多 く 参 加 で き る 機 会 の 掘 り 起 こ し を 図 っ て い

き ま す 。 登 録 グ ル ー プ な ど へ の 活 動 支 援 の 充 実 を 図 り ま す 。

③ に つ い て は 、 事 業 部 会 と 連 携 し て 、 ふ れ あ い 推 進 事 業 で 実 施 中 の 体 験 参 加 の

促 進 、 イ ベ ン ト を 主 幹 事 と し て 実 施 す る 人 材 の 育 成 を 図 り 、 新 規 案 件 を 受 け 入

れ る 人 材 確 保 に 努 め ま す 。 又 、 国 土 緑 化 推 進 機 構 よ り 「森 林 E SD サ ポ ー タ ー

（仮 称 ）育 成 の 一 環 と し て 小 金 井 市 小 学 校 の 取 り 組 み へ の 人 材 派 遣 の 要 請 が

あ り 、 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー に な っ て も 現 場 参 加 の 機 会 の な い 会 員 に と っ て 良 い

並 会 ・自 然 の 恵 み を 生 か した クラフト 作 り」に も活 動 支 援 助 成 金 の 支 給 を 実 施 しました 。

今 後 も予 算 の 許 す 限 り、よ り広 範 な活 動 を 支 援 してい く予 定 です 。

③ に つ い ては 、懸 案 の スキ ル アッ プデ ー タを 整 理 して活 用 し易 くしました 。

2023年 1月 末 時 点 での 会 員 数 は 、343名 。昨 年 度 末 に 比 べ て4名 減 。

尚 、2022年 度 の 東 京 在 住 の 森 林 イン スト ラクター 合 格 者 は 、15名 。内 友 の 会 関 連 が 5名 。 FI

Tへ の 入 会 者 は 、1月 末 現 在 10名 です 。

第 2号 議 案 ：2022年 度 決 算 報 告 ・監 査 報 告

別 紙 （2月 森 の 日 以 後 、仮 の 決 算 を 別 途 旧 H P会 員 限 定 ペ ー ジに 掲 載 します 。

監 査 が 終 了 後 、最 終 決 算 に 入 れ 替 えます 。）



イベント名称 
実施 

件(回)数 

一般 

参加者数 
スタッフ数 コメント 

高尾森林 

ふれあい推進事業 

２１回 

 

５９１名 １８５名 協定イベント 

親子観察会 ３回を含む 

中止 １件 

体験参加者 ７名 

田園調布学園 

土曜プログラム 
   ８回  １３３名 ２４名 土曜プログラム（午前約３時間） 

ネイチャークラフト体験 

 

 

５３０件 

子供のｸﾗﾌﾄ体験の数 

３３名 5/15（日）木場公園 

訪問者 約 1,500名（両親等） 
・みどりとふれあう 

フェスティバル 

 

・すみだこどもまつり 
 １４４８件 

子供のｸﾗﾌﾄ体験の数 

４７名 10/1（土）、10/2（日） 

錦糸公園・総合体育館 

訪問者 約 3,000名（両親等） 

高尾山ＧＣ作戦 １０回 ２９０名 ８１名 ＦＩＴ会員 84名 参加 

中止 １回  

低山はいかい １０回 ――― １９２名 ＦＩＴ会員の親睦山歩き 

外部案件  ８件 ５２９名 ５９名 小学校 ４校  高校 １校 

大人対象 ３件 

生徒の自然体験を応援 

＊ 参加人数（延べ人数）は集計上若干の差異があります。 
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チャン スであ る と捉 えて、 FIT内 での 人 材 募 集 を 実 施 の 予 定 。 「運 営 委 員 会 （森 の 日 ）」

に よ り多 くの 会 員 の 意 見 が 反 映 され る よ うな工 夫 を 検 討 します 。

第 ５号 議 案 ：2023年 度 予 算 案

別 紙 （2月 森 の 日 以 後 、別 途 旧 H P会 員 限 定 ペ ー ジに 掲 載 します 。）

第 6号 議 案 ：会 則 の 修 正 （FIT所 在 地 の 記 載 内 容 ）

金 融 機 関 （ゆ うち ょ 銀 行 ）よ りの 要 請 に よ り、会 則 の 付 則 を 一 部 修 正 す る 。

（ 現 ）本 会 の 運 営 を 行 うた め に 、事 務 局 を 東 京 都 内 に 置 く。

（修 正 案 ）本 会 の 運 営 を 行 うた め に 所 在 地 を 会 長 宅 と す る 。 又 、 事 務 を 処 理 す る た め 事

務 局 を 置 く。

各 部 会 報 告 と年 次 計 画 各 部

事 業 部 会 事 業 部 会 長 長 谷 川 守

2023年 2月 10日 作 成

１ .2022年 度 活 動 報 告 （2023年 ２ 月 １ ０ 日 現 在 ）

2022年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 に 対 す る 社 会 情 勢 や 認 識 に 変 化 が あ り 、 対 策 を 講

じ な が ら で は あ り ま し た が イ ベ ン ト 等 に 向 き 合 う 事 が で き ま し た 。 毎 月 １ 回 の 定 例 会

議 （林 の 日 ）で は 活 発 な 意 見 交 換 を 行 い な が ら 当 初 計 画 の 案 件 を ほ と ん ど 実 施 す る

事 が で き ま し た 。 実 施 イ ベ ン ト は 下 表 の 通 り で す 。 こ の よ う に 、 「Ｆ ＩＴ会 員 の 活 躍 す る

場 」（例 え ば 森 の 案 内 ）は 、 社 会 か ら 必 要 と さ れ て お り 、 そ の 期 待 ・要 望 に 応 え て い く

努 力 が 必 要 な 事 を 実 感 し た １ 年 で も あ り ま し た 。
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安 全 部 会 安 全 部 会 長 入 江 克 昌

２ ． 2023年 度 活 動 方 針 ・計 画

令 和 ５ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 も 終 息 方 向 に 向 か っ て い る 中 で の ス タ － ト に な り

ま す が 、 Ｆ ＩＴの 担 当 部 門 の 一 つ で あ る 事 業 部 会 は 、 例 年 多 く の 案 件 の 実 施 ・運 営

を 担 っ て い ま す 。 多 くの 会 員 の 参 加 、 協 力 、 支 援 に よ っ て 行 わ れ て い ま す の で 、 粛々

と 確 実 に 、 安 全 に 実 施 ・運 営 を し て い き ま す 。 毎 月 １ 回 の 定 例 会 議 （林 の 日 ）で は 、

Ｆ ＩＴ及 び 事 業 部 会 の 情 報 や 連 絡 事 項 の 確 認 、 各 イ ベ ン ト の 担 当 者 よ り 現 状 の 報

告 や 相 談 な ど 、 経 験 ・入 会 年 ・年 齢 な ど を 超 え て 自 由 闊 達 な 意 見 交 換 を 行 っ て い き

ま す 。 そ の 為 に も 、 女 性 ス タ ッ フ を 積 極 的 に 受 入 れ た い と 思 っ て お り ま す 。

令 和 ５ 年 度 も 「森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 」、 「田 園 調 布 学 園 土 曜 講 座 」、 「ネ イ チ ャ

－ ク ラ フ ト 等 の 体 験 」、 「高 尾 山 Ｇ Ｃ 作 戦 」、 「低 山 は い か い 」、 「外 部 案 件 」な ど が 予

定 さ れ て い ま す 。 特 に ネ イ チ ャ － ク ラ フ ト 体 験 は Ｆ ＩＴ会 員 と 参 加 者 （子 ど も と 両 親 ）と

の ス キ ン シ ッ プ も あ り 、 大 切 な 活 動 に し た い と 思 っ て い ま す 。 こ れ ら の イ ベ ン ト で は

参 加 さ れ た 方 々 に “参 加 し て よ か っ た 、 楽 し か っ た 。 次 回 も 参 加 し た い 。 ”と い う 満

足 感 を 味 わ っ て 頂 け る よ う に し ま す 。 ま た 、 将 来 に 向 け て 人 材 の 育 成 に も 心 が け

て い き ま す 。 イ ベ ン ト ス タ ッ フ に は 積 極 的 に 入 会 年 の 新 し い 会 員 及 び 経 験 の 浅 い

会 員 に 声 を か け 、 特 に 森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業 イ ベ ン ト で は “体 験 参 加 ”を 呼 び か

け て い き ま す 。

事 業 部 会 の ス タ ッ フ は 、 そ れ ぞ れ に 担 当 を 分 担 し な が ら 、 会 員 へ の 参 加 の 呼 び

か け や 会 員 の コ ミ ュ ニ ケ － シ ョン を 図 り な が ら 運 営 を 行 な っ て い き ま す 。 ま た 、 事 業

部 会 は 従 来 か ら “開 か れ た 運 営 ”を 心 が け て い ま す 。 ど な た に も 門 戸 を 開 放 し て い

ま す の で 、 皆 様 の 参 加 を お 待 ち し て お り ま す （毎 月 第 2木 曜 日 17時 45分 ～ ）。

以 上

【2022年 度 報 告 】

2022年 度 も 引 き 続 き 感 染 拡 大 防 止 に 配 慮 し な が ら 、 各 種 イ ベ ン ト ・活 動 を 実 施 し

て き た 結 果 、 C O N E 保 険 利 用 者 の 実 績 （2023年 1月 ま で の 11か 月 ）は 3,741人 と なっ

て お り 、 2021年 度 か ら 7割 程 度 増 加 し て 、 コ ロ ナ 前 の 2019年 度 と ほ ぼ 同 程 度 の レ

ベ ル ま で 回 復 し つ つ あ り ま す 。

各 グ ル ー プ で は 感 染 防 止 策 を 講 じ な が ら 、 安 全 に 十 分 配 慮 し て イ ベ ン ト を 実 施 し

て 頂 い て お り 、 2019年 度 か ら ４ 年 連 続 で “事 故 ゼ ロ 件 ”と な り ま し た 。

（2023年 1月 末 現 在 ）安 全 部 会 の 活 動 と し て 、 以 下 の 安 全 研 修 を 行 い ま し た 。

＊ ４ 月 7日 （木 ）木 の 日 研 修 で 、 Z O O M に よ る 『安 全 研 修 ・座 学 編 』を 開 催 し ま し た 。

第 一 部 で は 日 本 山 岳 会 医 療 委 員 会 委 員 長 の 野 口 い づ み さ ん に 「山 で 起 こ る ケ ガ、

虫 刺 さ れ と 病 気 の 対 処 」と 題 す る 講 演 を し て 頂 き ま し た 。

第 二 部 で は 安 全 部 会 か ら 「F I T 安 全 対 策 の 手 引 き 」の 使 い 方 、 C O N E 保 険 等 に つ

い て 説 明 し ま し た 。

＊ 『安 全 研 修 ・野 外 編 』を 、 初 夏 の 親 子 観 察 会 と 秋 の 親 子 観 察 会 の 下 見 の 中 で 、

実 際 の コ ー ス を 歩 い て 本 番 で 想 定 さ れ る コ ー ス の 状 況 、 注 意 点 を 参 加 者 全 員 で 確

認 し な が ら 行 い ま し た 。

【2023年 度 活 動 予 定 】

F I T と し て の イ ベ ン ト ・各 種 活 動 の 参 加 者 数 は コ ロ ナ 前 の レ ベ ル に 戻 り つ つ あ り

ま す が 、 新 型 コ ロ ナ の 終 息 が 見 え な い 状 況 下 で は 、 こ れ ま で 以 上 に お 客 様 及 び
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研修部会 研修部会長 小 勝 眞 佐 枝

会 員 の 安 全 を 第 一 と し た 活 動 が 求 め ら れ て い ま す 。 従 来 通 り 、 「安 心 し て 参 加、

安 全 に 実 施 」を 目 標 に 、 会 員 の 安 全 意 識 の 更 な る 向 上 を 図 っ て い き た い と 思 い ま

す 。

安 全 部 会 の 活 動 と し て 、 以 下 の 安 全 研 修 を 予 定 し て い ま す 。

＊ 4月 ６ 日 （木 ）木 の 日 研 修 で 、 Z O O M に よ る 『安 全 研 修 ・座 学 編 』を 開 催 し ま す 。

第 一 部 で は F IT森 林 塾 塾 長 の 牧 田 一 雄 さ ん に よ る 講 演 を 行 い ま す 。

第 二 部 で は 安 全 部 会 か ら 「F IT安 全 対 策 の 手 引 き 」の 使 い 方 、 C O N E 保 険 等 に つ

い て 説 明 し ま す 。

＊ 『安 全 研 修 ・野 外 編 』は 、 今 年 も 初 夏 の 親 子 観 察 会 の 下 下 見 時 に 、 実 際 の コ ー

ス を 歩 い て 、 実 践 形 式 で 行 い ま す 。 日 程 、 詳 細 は 、 後 日 F IT-M L で ご 連 絡 し ま す 。

以 上

【2022年 度 研 修 部 報 告 】

2022年 度 の 研 修 は 、 野 外 研 修 、 木 の 日 研 修 、 草 木 染 指 導 者 研 修 、 実 践 ・森 づ く り

技 術 講 座 等 を 実 施 し ま し た 。

2022年 度 は 、 コ ロ ナ 禍 の 影 響 で 中 止 や 延 期 を 余 儀 な く さ れ た 野 外 研 修 は な く 、 予

定 し た 研 修 は す べ て 実 施 で き ま し た 。 参 加 者 数 を 絞 っ て 実 施 し 、 学 名 、 樹 木 、 冬 芽、

野 鳥 、 植 物 標 本 な ど の 基 礎 的 な 研 修 お よ び 、 地 形 、 海 の 生 物 、 シ ダ 、 ク モ 、 ク ラ フ ト

な ど の 研 修 を 実 施 し ま し た 。

木 の 日 研 修 （座 学 ）は 密 を 避 け る た め 、 す べ て リ モ ー ト で 9回 実 施 し ま し た 。 10月 に、

研 修 に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実 施 い た し ま し た が 、 リ モ ー ト 研 修 の 継 続 を 望 む 意 見 が

圧 倒 的 で し た 。 ま た 、 研 修 内 容 を 録 画 で 見 る こ と が で き 、 仕 事 の あ る 方 、 夜 に 外 出

す る の が 困 難 な 方 か ら は 大 変 好 評 で す 。 2022年 度 の 木 の 日 リ モ ー ト 研 修 参 加 者 は

延 べ 473名 、 録 画 へ の ア ク セ ス は 670件 で し た 。

年 間 を 通 じ て 、 草 木 染 指 導 者 研 修 は 全 ９ 回 、 実 践 ・森 づ くり 技 術 講 座 は 全 6回 の 研

修 を す べ て 実 施 す る こ と が で き ま し た 。

詳 し い 活 動 報 告 は 、 F IT研 修 部 会 ホ ー ム ペ ー ジ

を ご 覧 くだ さ い 。

【2023年 度 活 動 計 画 】

2023年 度 も 新 人 の 方 向 け の 入 門 研 修 か ら 専 門 的 な 内 容 の 研 修 ま で 、 色 々 と 計 画

し て お り ま す （別 表 参 照 ）。

決 ま っ て い な い 計 画 も た く さ ん あ り ま す が 、 順 次 決 定 し て い き ま す 。 決 ま り 次 第 、

ホ ー ム ペ ー ジ の 研 修 計 画 の 表 に 入 力 し ま す の で 、 時 々 チ ェッ ク し て い た だ け れ ば と

思 い ま す 。 昨 年 10月 に ア ン ケ ー ト で ご 希 望 い た だ い た 研 修 も 、 い ろ い ろ と 準 備 し て

お り ま す 。

引 き 続 き 2023年 度 の 木 の 日 研 修 は 、 リ モ ー ト で 実 施 す る 予 定 で す 。 （3月 11日 の 総

会 時 の 研 修 は 、 対 面 で 行 い ま す 。 ）

草 木 染 、 森 づ くり は も ち ろ ん 、 か な り の 野 外 、 木 の 日 研 修 で F ITの 会 員 の 方 々 が 講

師 を 務 め て く だ さ っ て い ま す 。 そ れ だ け の 専 門 知 識 や 技 術 の あ る 方 が F IT に は た く

さ ん い ら っ し ゃ い ま す 。

と も に 学 び 、 と も に 体 験 す る こ と で 、 お 互 い を 高 め 合 い 、 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー と し

て 成 長 し て い き ま し ょ う ！



月 野外研修 木の日研修

3
５日（土）「野鳥研修」
場所：昭和記念公園
講師：香川淳（FIT）他　定員：16名

11日（土）総会時 13:00～14:00
「4000年の眠りから覚めたドングリの不思議」
講師：石井誠治（FIT)
場所：林友ビル6F

4

8日（土）スミレ研修
講師：中西由美子、仲田晶子（FIT)
場所：
定員：
11日（火）「学名から迫る植物の素顔」
場所：小石川植物園
講師：横山茂（FIT）他
定員：30名
29日（土祝）樹木観察入門（日比谷公園）
講師：大石征夫（FIT)他
定員：30名

6日（木）安全研修『「安全対策の手引き」の使い
方・他』
講師：入江克昌（FIT)他
場所：リモート　定員：99名

5

１７日（水）夏鳥観察入門（第１回）
場所：日影沢
講師：吉原邦男（FIT)
定員：15名
　
27日（土）夏鳥観察入門（第2回）
場所：日影沢
講師：吉原邦男（FIT)
定員：15名
（日程未定）草本観察入門

休会

6
1日（木）「未定」
講師：

7 （日程未定）高山植物入門 休会

8

講師：新井浩司
場所：あきる野市横沢入　定員：15名

３日（木）予定FITフィールド紹介

敬称略

「草木染指導者研修」　　3/17（金）草木染入門講座実施　　　年間8回講座（原則第二金曜）

「実践・森づくり技術講座」　　3/4（土）森づくり体験会　　　年間5回講座（第三土曜）

【別表】2023年度研修計画（前期案）
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Ｆ Ｉ Ｔ 友 の 会 運 営 部 会 Ｆ Ｉ Ｔ 友 の 会 運 営 部 会 長 芝 原 久

１． 2022 年 度 の 活 動 報 告 （ 芝 原 ）

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 防 止 に 配 慮 し な が ら資 格 取 得 支 援 講 座 の 日 程 を 予 定 通 り

実 施 で き ま し た 。

オ リ エ ン テ ー シ ョン 、 4 科 目 の 講 義 と 演 習 、 模 擬 試 験 を 含 め 9回 、 一 次 ・二 次 試 験 後

は 資 格 取 得 後 の 活 動 に 役 立 つ 様 に 、 3分 野 （森 林 作 業 、 自 然 観 察 、 野 外 活 動 ）の 基

礎 研 修 を 実 施 し ま し た 。

森 林 作 業 で は 、 間 伐 ・枝 払 い ・玉 切 り 作 業 を 、 自 然 観 察 で は 実 技 試 験 を 想 定 し た 一

人 5 分 の 植 物 解 説 を 、 野 外 活 動 で は 火 熾 し 作 業 と 飯 盒 炊 爨 を 体 験 し 、 そ れ ぞ れ の 作

業 で 指 導 す る 基 礎 を 習 得 し ま し た 。

資 格 取 得 支 援 講 座 の 講 師 と 運 営 ス タ ッ フの 皆 様 の ご 協 力 の お 陰 で 、 2022 年 度 は 会

員 3 名 と 会 員 外 で 講 座 を 受 講 し た 2 名 の 方 が 資 格 を 取 得 し ま し た 。

今 年 度 も無 事 に 運 営 で き ま し た の もF IT の 皆 様 の ご 支 援 の お 陰 で す 。

感 謝 申 し 上 げ ま す 。 有 難 うご ざ い ま し た 。

安全及び教育 林業実習

模擬試験

野外活動基礎研修

自然観察基礎研修

２ ． 2023 年 度 の 活 動 計 画 （ 芝 原 ）

森 林 イン ス ト ラク タ ー や F IT の 活 動 に 関 心 が あ る 方 と 、 森 林 イン ス ト ラク タ ー の 資 格 取

得 を 目 指 す 方 を 対 象 に 友 の 会 活 動 を 実 施 し ま す 。

F IT活 動 に 参 加 し た い 方 は 、 F IT メ ー リ ン グ リ ス ト に 登 録 し 、 会 員 限 定 の 研 修 会 等 の

募 集 情 報 を 提 供 し 各 自 で 参 加 頂 き ま す 。

資 格 取 得 を 目 指 す 方 は 、 資 格 取 得 支 援 講 座 に 参 加 し て 頂 き ま す 。

資 格 取 得 支 援 講 座 は 、 3月 か ら 8月 ま で 森 林 イン ス ト ラク タ ー 養 成 講 習 テ キ ス ト に 準 拠

し 4科 目 の 概 要 解 説 、 過 去 問 題 を 利 用 し た 演 習 、 テ キ ス ト 内 容 を 実 物 で 確 認 す る 実 習

を 行 う予 定 で す 。

8月 に 模 擬 試 験 を 行 い 、 一 人 で も多 くの 会 員 が 資 格 取 得 で き る よ うに 取 り 組 み ま す 。

年 度 後 半 は 森 林 イン ス ト ラ ク タ ー 資 格 取 得 後 の 活 動 に 役 立 つ 様 に 、 森 林 作 業 、 自 然

観 察 、 野 外 活 動 の 分 野 で 基 礎 研 修 を 実 施 す る 予 定 で す 。

加 え て 、 F ITの 3 林 地 （お 日 の 森 、 鳩 ノ巣 、 パ ウ ロ の 森 ）へ 赴 き 、 森 林 ・林 業 を よ り 深 く

理 解 ・体 感 い た だ き ま す 。

さ らに 、 N PO法 人 千 葉 県 森 林 イン ス ト ラクタ ー 会 （F IC ）の ご 協 力 の もと 、 本 講 座 を 受 講
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１ .2022年 度 活 動 報 告 （2023年 2月 10日 時 点 ）

2021年 度 か ら 新 広 報 部 会 に よ る 新 し い F ITホ ー ム ペ ー ジ の 運 用 を 始 め 、 も う す ぐ 2

年 が 経 ち ま す 。

主 な 狙 い は (1)活 動 費 コ ス ト 削 減 (2)閲 覧 者 が 読 み た くな る よ う な 魅 力 あ る 内 容 の ２

つ で し た 。

(1 )活 動 費 コ ス ト 削 減 に つ い て は 、 各 部 会 や ク ラ ブ が そ れ ぞ れ に ホ ー ム ペ ー ジ を 立

ち 上 げ て 頂 き 、 イベ ン ト 情 報 や 活 動 報 告 を 各 々 の ホ ー ム ペ ー ジ で 表 示 す る こ と に よ

り F I T -H Pか ら は そ れ ら の U R L に リ ン ク を 貼 る だ け に な り 、 広 報 部 会 会 員 の 作 業 は

大 幅 に 削 減 さ れ ま し た 。 2022年 度 も こ の 方 式 を 継 続 し 、 イ ベ ン ト 情 報 や 活 動 報 告 表

示 に 関 し て の 作 業 量 は 低 くな っ て い ま す 。

(2)閲 覧 者 が 読 み た くな る よ う な 魅 力 あ る 内 容 に つ い て は 、

① ト ッ プ ペ ー ジ で の ス ラ イ ダ ー 画 像 (毎 月 の 公 募 )② 高 尾 山 に つ い て の ホ ッ ト な 情 報

③ 自 然 や 地 域 に 関 す る 情 報 ④ フ ォ レ ス ト 通 信 等 が あ り 、 2022年 度 も そ れ ら の 内 容

充 実 を 図 っ て き ま し た 。 ① ト ッ プ ペ ー ジ で の ス ラ イ ダ ー 画 像 に つ い て は 投 稿 者 も 増

え 、 賑 わ っ て い ま す 。 ② 高 尾 山 に つ い て の ホ ッ ト な 情 報 や ③ 自 然 や 地 域 に 関 す る

情 報 は 、 内 容 は 素 晴 ら し く、 常 連 の 閲 覧 者 も 多 い の で す が 、 投 稿 者 が 固 定 化 さ れ て

い る の が 難 点 で す 。 ④ フ ォ レ ス ト 通 信 に つ い て は 2022年 度 も 色 々 な 投 稿 者 を 発 掘 し、

作 成 し ま し た の で 、 興 味 深 い 内 容 に な っ て い ま す 。

２ .2023年 度 活 動 方 針 ・計 画

2023年 度 も 基 本 的 な 方 針 は 変 わ り ま せ ん 。

課 題 は (1)情 報 発 信 力 が 不 足 し て い る 。 (2 )投 稿 が 少 な い 。 (3 )魅 力 が 足 り な い (4)画

面 が 新 旧 に 分 か れ て い る 等 で す 。

こ れ ら を 解 決 す る 為 に 広 報 部 会 で は 毎 月 会 議 を 開 き 、 案 を 出 し 合 っ て い ま す 。 具

体 的 な 方 策 と し て は 、

① ト ッ プ ペ ー ジ に 新 し い 情 報 が わ か る よ う な 仕 組 み を 作 る 。

② F ITで の 知 名 度 の 高 い 方 に イン タ ビ ュ ー す る 。

③ 会 員 か ら の 自 由 な 質 問 や 意 見 を 投 稿 、 閲 覧 で き る 画 面 を 作 る 。

④ 貴 重 ・有 用 な 投 稿 情 報 で あ る 各 ク ラ ブ の ペ ー ジ へ の 連 携 を 強 化 す る 。

等 が あ り 、 実 現 方 式 を 模 索 し て い ま す 。 ま た 会 員 へ の ア ン ケ ー ト 結 果 も 踏 ま え て 、 2

023年 度 も 閲 覧 者 が 読 み た くな る よ う な 魅 力 あ る ホ ー ム ペ ー ジ 目 指 し て 邁 進 す る 所

存 で す の で 、 会 員 の 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い 致 し ま す 。

広 報 部 会 広 報 部 会 長 鍛 冶 健 二 郎

で き な い 方 を 考 慮 し 、 資 格 試 験 受 験 支 援 セ ミ ナ ー (一 部 オ ン ライン )を 有 料 で 受 講 で き る

様 に な り ま し た 。

新 年 度 も F IT会 員 の 皆 様 へ 参 加 を 集 い 、 皆 様 の 「F IT友 の 会 」活 動 ・講 座 内 容 を 理 解

い た だ く機 会 を 設 け ま す 。

最 後 に 、 F IT 会 員 の 皆 様 へ の お 願 い で す 。 2023 年 度 「F IT友 の 会 」会 員 の 募 集 を 開

始 い た し ま し た 。 ※ 「F IT友 の 会 」ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 くだ さ い 。

皆 様 の 「F IT友 の 会 」を 知 人 や 友 人 に 、 森 林 ・自 然 に 興 味 が あ る 方 に 、 F IT の 活 動 に

関 心 が あ る 方 に 、 森 林 イン ス ト ラク タ ー の 資 格 取 得 を 目 指 す 方 へ 、 是 非 「F IT 友 の 会 」

を ご 紹 介 くだ さ い 。

今 後 と も、 皆 様 の 「F IT友 の 会 」を ど うぞ よ ろ し くお 願 い い た し ま す 。 以 上 で す 。
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2022年304名のデータより 事務局提供

東京都合格者数はフォ レスト通信より、会員数は

2022年名簿より

2001年以前は合格者数資料無し
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＊ 事 務 局 便 り

新 型 コ ロ ナ 感 染 症 は 、 未 だ 終 息 し て い

ま せ ん 。 引 き 続 き 感 染 防 止 対 策 に 十 分

な 配 慮 を お 願 い い た し ま す 。

本 号 は 、 3 月 1 1 日 （ 土 ） 開 催 の 2 0 2 3 年

度 F I T 総 会 の ご 案 内 お よ び 議 事 資 料 を

掲 載 し て い ま す 。 皆 様 、 必 ず 目 を 通 し て

くだ さ い 。

● 会 員 情 報 ：１ 月 31日 現 在 会 員 数 343名

（含 む 新 入 会 員 10名 。 ）

お 知 ら せ

（１ ） 2022年 度 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 合 格

者 お よ び F IT入 会 者

全 国 で 受 験 申 込 者 280名 （昨 年 度 は 284

名 ）、 合 格 者 109名 （昨 年 度 100名 ）。

東 京 都 在 住 の 合 格 者 は 1 5 名 。 F I T へ の

新 入 会 者 は 1月 末 現 在 10名 。

（２ ） F IT名 簿 更 新

F IT 会 員 名 簿 の 次 回 更 新 は 3月 末 と な り

ま す 。 最 新 版 が 旧 H P 会 員 限 定 ペ ー ジ

に 掲 載 さ れ て い ま す の で 、 ご 確 認 い た

だ き 、 訂 正 等 が あ れ ば 3月 20日 ご ろ ま で

に 事 務 局 あ て に ご 連 絡 くだ さ い 。

（３ ） 来 期 会 費 関 係

別 途 、 会 計 よ り ご 連 絡 の 通 り 、 2023年 度

の 会 費 納 入 （ 2 0 2 3 年 3 月 1 日 ～ 2 0 2 4 年 2

月 末 日 分 ）は 、 2月 末 日 で す 。

自 動 払 込 を 申 し 込 ん で い る 方 は 、 2月 28

日 が 引 落 日 と な り ま す 。

2 月 2 7 日 ま で に 、 余 裕 を も っ て 口 座 に 入

金 を お 願 い し ま す 。

振 込 を さ れ る 方 は 、 2月 28日 ま で に 、 F IT

口 座 に 振 込 を お 願 い し ま す 。

（４ ） 新 年 イベ ン ト

今 年 の 新 年 イ ベ ン ト は 、 1月 14日 （土 ）に

「 新 合 格 者 F I T 入 会 説 明 会 」 「 新 年 自 然

観 察 会 」 「 新 年 懇 親 会 」 が 実 施 さ れ ま し

た 。

「 新 合 格 者 F I T 入 会 説 明 会 」 場 所 ： 日 本

教 育 会 館 新 合 格 者 9名 参 加 。

新 合 格 者 同 期 会 の 愛 称 は “ 森 守 会 （ モ

リ モ リ カイ）”と な り ま し た 。

「新 年 自 然 観 察 会 」場 所 ：皇 居 東 御 苑

参 加 者 102名 （内 新 合 格 者 9名 ）。

「新 年 懇 親 会 」 場 所 ： 日 本 教 育 会 館 参

加 者 67名 （内 新 合 格 者 7名 ）。

幹 事 の “元 樹 会 ”（2019年 ）の 皆 様 、 大 変

お 疲 れ 様 で し た 。 そ し て あ り が と う ご ざ

い ま し た 。
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有 明 海 で ノ リ 養 殖 の 不 作 の ニ ュ ー ス

を 耳 に し た 。 昨 冬 の 降 水 量 不 足 で 山

か ら の 栄 養 が 不 足 、 そ れ を 栄 養 に す

る 植 物 プ ラ ン ク ト ン が 大 量 発 生 し て 、

海 を 貧 栄 養 化 し た と の こ と だ 。 収 穫 量

の 減 少 も 著 し い が 、 ノ リ が 黒 く な ら な

い 「色 落 ち 」も ひ ど い よ う だ 。

一 方 、 東 京 湾 で も ノ リ の 生 産 量 が 以

前 の 1/4に 減 っ て い る と い う 。 た だ し こ

の 場 合 は 降 水 量 で は な く て 、 ク ロ ダ イ

に よ る 被 害 だ と い う 。 以 前 な ら 冬 の 海

水 温 が 下 が り 活 動 が 不 活 発 に な る が、

こ こ 数 年 の 海 水 温 の 上 昇 で 冬 季 で も

ク ロ ダ イ が 活 発 に 餌 を あ さ っ て い る 。

養 殖 イ カ ダ の 周 囲 を 網 で 囲 い 防 護 策

を 講 じ て い る が 、 少 し で も す き 間 が あ

る と 侵 入 し て 食 い 荒 ら し て い る 。 前 号

で イ カナ ゴ の 記 事 を 書 い た が 、 今 回 も

自 然 の バ ラ ン ス や 環 境 変 化 の 微 妙 さ

に 驚 か さ れ る 。 昼 食 の オ ニ ギ リ か ら ノ

リ が 消 え る 日 が こ な い こ と を 願 う ば か

り だ 。


